
2026年3月

認定NPO法人アカツキ

福岡県内NPO法人における
会計事務担当者アンケート



0.調査概要

私たち認定NPO法人アカツキは、2019年度より、会計担当者がメンバーと共に立ち止まって話し合い、会

計のルールを決めたり、仕組みづくりをしたりするための助成金『AKBNファンド・数字と向き合う』を開発しま

した。

毎年1回、20万円／1件を助成し、併せてNPO会計に詳しい税理士とアカツキ職員による伴走支援を行っ

ております。

この5年間で様々な取り組みに活用頂きましたが、今回、これまで以上に現場のことを理解するため、

福岡県内NPO法人を対象に、会計事務の実態やニーズを教えて頂くためのアンケート調査を行いました。

■対象：福岡県内におけるNPO法人の、会計事務を担っている方（回答者17名）

■期間：2025年12月4日（木）〜2026年1月15日（木）

■実施主体：認定NPO法人アカツキ

■実施方法：Googleフォーム（匿名回答）

■調査協力：末吉祥子税理士

■回答者：17名

（理事4名、代表5名、スタッフ8名）



1.結論／提案

⚫ 会計作業で判断に困った際の相談相手は、役職に関わらず税理士への相談が最も多い。逆にNPO

センターやNPO支援者へは相談していない。役職ごとにみると、スタッフは比較的幅広い相手に相談し

つつ、スタッフ・理事は代表への判断を仰ぎ対応していることが推測される。一方で代表は、士業への相

談が多く、自身で調べることはない模様。

⚫ 会計作業での困りごとについては、役職に関わらず「行っている作業があっているか不安がある」、「勘定

科目や部門の判断がつかなかった」が多かった。NPO法人は、会計の一般的なルールとNPO法人なら

ではの処理の両方が混じっていること、また、法務・労務・税務に比べると、会計には答えが明確でない

、団体内で合意して決めなければいけない内容が多く含まれていることに起因していると推測される。

⚫ 「団体内で尊重されていないように感じる」を挙げたのは代表と理事のみであった。同じ業務を担っていて

も、立場や役職、その責任範囲によって、精神的な負担感や必要なケアが異なる可能性がある。

⚫ 担当している会計業務の範囲は、役職ごとの大きな違いは見られず、どの役職も幅広い事務を担って

いることが窺える。ただし、代表は労務関係の業務は少ない。これは雇用していないことも考えられる。

⚫ 自由記入欄からは、溜めない、一人でしない、確認するといったミスを減らす工夫や、人間関係を保つ

ために、証憑の提出は厳しく管理するなど、それぞれの工夫が見えた。

こうしたことを踏まえると、会計であっても、組織内での話し合いの場を設け、立場の違いはあるとしても、そ

の上でお互いの知見を持ち寄り、対応していくことが必要であると考えられる。また、税理士へのアクセスが

容易であることと同時に、センターやNPO支援者が頼られるだけの知識と経験を持つことも必要であろう。



2.役職×相談先

# 代表者
理事/

監事
事務局長

他の

スタッフ

以前の

会計

担当者

顧問

税理士

税理士の

無料相談

等

顧問

社労士
税務署

行政の

NPO支援

部署

NPOセン

ター/NPO

支援者

書籍/イン

ターネット

相談先が

ない

1 スタッフ 〇 × × × × 〇 × × × × × 〇 ×
2 スタッフ × × 〇 × 〇 × × × × × × × ×
3 スタッフ 〇 × × × × × × × × 〇 × × ×
4 スタッフ 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 × × 〇 ×
5 スタッフ × × × 〇 × 〇 〇 × × × × 〇 ×
6 スタッフ × × × × × 〇 × × × × × 〇 ×
7 スタッフ 〇 × × × × 〇 × × × × × × ×
8 スタッフ 〇 × × × × 〇 × × × × × × ×
9 代表者 - × × 〇 × × 〇 × × 〇 × × ×
10 代表者 - × × × × 〇 × × × × × × ×
11 代表者 - × × × × 〇 × 〇 × × × × ×
12 代表者 - 〇 〇 × × × 〇 × × × × × ×

13 代表者 - × × × × × × × × 〇 × × ×

14 理事 〇 〇 × × × × × × × × × 〇 ×
15 理事 〇 〇 × × × × 〇 × × × × 〇 ×
16 理事 〇 × × × × × × × × × × × ×
17 理事 × × × × × × × × × × × 〇 〇
回答者数計 8 4 2 2 1 8 4 1 1 3 0 7 1

書籍やインターネッ

ト等で調べる傾向

は、代表者には見

られなかった。

理事・スタッフは、代表

へ判断を仰ぎつつ対応

していると推察される。

顧問／スポット相談を

合わせると、税理士へ

の相談が最も多い。

どの役職も、スタッフへ

の相談は少ない。

（担当者が1名のみ

で担っている団体も多

いと考えられる。）

NPOセンターやNPO

支援者は、相談先に

挙げられていない。

スタッフは、比較的幅広い相手に相談している。（例えば、代表者には判断を、税理士には

アドバイスを、書籍等からは知識を得るなど、目的によって使い分けていると推察される。）

回答者

相談先

【Q】会計作業で判断に困った時、誰に相談していますか？（複数回答可）
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どこがわからないのか、わからない

資料の保存／ファイリングができていない・わからない

団体の中で尊重されていないように感じる

特にない

団体内の決済ルール等が曖昧

帳簿と現金が一致しなかった

決算の数字が合わなかった

決算時の按分ができなかった／基準がわからない

スタッフの立替金精算が遅い

納税額の計算が難しい／煩雑である

会計の仕組み・ルールがわからない

証憑（レシート等の証明書）を紛失した

勘定科目や部門の判断がつかなかった

行っている作業が合っているか不安がある

スタッフ 代表者 理事

4

3.役職×困りごと
• NPO法人ならではの対応と、会計の一般的なルール、両

方が混じっているように感じる。

• 会計は、法務・労務・税務と違い答えが明確でない（団

体内で合意して決めなければいけない）ものが多い。

そのことが、不安につながっているのではないかと推察する。

（勘定科目や部門はその端的な例であり、一貫性などの

原則はあるが、答えはない）

明確なミスやエラーは想定したよりも少

なく、不安はありながらも細かく厳密に

やっていると想像される。

「尊重されていないように感じる」を挙げたのは

代表と理事のみで、スタッフだけ挙がっていな

いが、スタッフはそもそも尊重されることを期

待していない可能性がある。

【Q】会計作業で実際に困ったことを、教えてください。（複数回答可）



5

4.役職×担当業務

担当業務
スタッフ 代表者 理事 回答者

数計
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9 #10 #11 #12 #13 #14 #15 #16 #17

経理

伝票作成(証憑の管理含む) 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 13

帳簿作成（PC入力等含む） 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 14

書類のファイリング 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 14

小口現金の入出金(立替金処理含む) 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 12

銀行口座の入出金 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 13

見積書／請求書／領収書等発行 〇 〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

税務

法人税／消費税の計算・納付 〇 × × 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 × 〇 × × 〇 7

固定資産／償却資産の計算・届出 〇 × × × × × × × 〇 × × × × 〇 × × 〇 4

年末調整／法定調書の作成・提出 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 × 9

労務

給与計算・支払 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 10

源泉所得税／個人住民税の徴収・納付 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇 × 9

労務手続(労働保険・社会保険) 〇 〇 × 〇 × × × × × × 〇 × × 〇 〇 × × 6

財務
予算の策定・資金繰り 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 13

決算書の作成 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 11

寄付 会費／寄付の受付・対応等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 13

【全体】

役職ごとの大きな違いは見られず、どの役職も

幅広い事務を担っていることが窺える

代表者は、給与計算・年末調整・源泉所得税など、労務関連の

業務は少ない。（そもそも雇用が発生していない可能性もある）

【Q】あなたの担当している会計業務の範囲を教えてください。（複数回答可）



5.工夫

＜一人でしない、確認する、勝手に判断しない＞

• ひとりで入力作業等行う際はかならず別の角

度から確認作業を行う。（スタッフ）

• 一人でせずに確認作業を2人以上で行うよう

にしている。（代表）

• 分からない場合はそのままにせず、必ず責任

者に確認する。（スタッフ）

＜溜めない、こまめに処理＞

• 入出金があれば、その日のうちに記録、処理

をする。（代表）

• ミスや金額に差異が出ないよう、溜め込んで

一度に作業するのではなく、こまめに処理する

よう心がけている。（スタッフ）

• できるだけすぐに処理をすること（スタッフ）

• 溜め込まない。一部の会計作業（領収書の

整理や帳簿打ち込み）は、こなす作業で創

造性をあまり必要としないので、頭が疲れた

時はその作業をしたりする。（理事）

• 随時、入力、精算しようと心がけているが毎

年、年度末や報告書の締め切り間近になって

しまう。（代表）

• 曜日を決めて毎週作業を行う。（理事）

【Q】会計作業で、工夫・意識・心掛けていることがあれば、教えてください（任意回答）

＊掲載にあたり、回答の趣旨を損なわない範囲で一部表現を整えています。

＜領収書の管理と精算＞

• 作業が追い付かなくてもとにかく証憑などの

保管は心掛ける。（理事）

• 領収書の画像を送られてきても、現物の領収

書でなければ立替精算しない。以前、領収

書を無くされたことがあり、人間関係を崩さな

いためにも厳守しようと思った。（理事）

＜税理士との関係＞

• NPOに強い顧問税理士さんがいるので、わか

らないことはすぐに聞く。（スタッフ）

• 定期的に顧問税理士と連絡、直接会って話

をしている。（代表）

＜考え方＞

• ミスはあって当たり前。ミスがあったら正しい手

続きのもとに修正してミスが起きない工夫をし

続ける。（スタッフ）

• 本質的なことを大事にする。（スタッフ）

＜その他＞

• 書類整理の分類（スタッフ）



6.困りがちなこと

＜会計ソフト＞

• 会計ソフトを使いこなせていない（理事）

• 会計ソフトの導入が煩雑（理事）

• ソフトの使い方が難しい（スタッフ）

＜NPO法人会計＞

• 一般企業の経理経験しかなくNPO独自の

会計ルールが多くて苦戦する（スタッフ）

＜管理会計＞

• 管理会計をリアルタイムで行いたいが実現が

難しい（代表）

• 経費精算が遅れがち、理事の間で会計情

報がタイムリーに共有できていない（代表）

＜会計処理と決算＞

• やはり年度末の決算作業。まめに入力してい

ると、勘定項目の判断基準が月ごとにばらつ

きが出てしまい、全月見直し作業に時間を取

られる。（理事）

• クレジットを使えるようにしたが、入金の時期

がずれるため、会計処理が面倒。（代表）

【Q】その他、会計作業で困りがちなことがあれば、教えてください

＊掲載にあたり、回答の趣旨を損なわない範囲で一部表現を整えています。

＜税金関係＞

• 団体内での資金移動の際のインボイスがよく

わからないまま。また、謝金も源泉する場合と

しない場合がありそれも微妙に困っている。（

理事）

＜期限を守らない＞

• リマインドを送っても請求書等の書類提出や

経費精算の期限にいつも遅れる人がいること

（スタッフ）

＜その他＞

• 顧問税理士、社労士と契約はしているが、法

人内では自分一人がこのような立場なので、

今後の不安を感じる。（代表）

• 書類の廃棄（スタッフ）

• あすみん等の税相談を利用したいがタイミング

が合わない。曜日を変えた月2日ぐらいあると

いい。同じ曜日だと固定の仕事がその曜日で

行けなかったりする。さらに福岡市が所轄なの

で、福岡県の相談サービスが何となく利用しに

くい気持ちもある。（理事）
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